
“みなも”きらめく 公民連携サスティナブル城下町 OKAZAKI
自治体名：岡崎市（2020年度選定）

6.取組成果
・岡崎城天守閣、大手門にてプロジェクションマッピングを行いナイトタイムエコノミー
の推進を図った。また、プロジェクションマッピング制作のワークショップを行い、クリエ
イター・アーティストの発掘・育成、将来的な雇用につなげた。
・リアルタイムでまちの混雑情報を発信するウェブサイトを構築した。また、乙川リ
バーフロント地区公民連携まちづくり基本計画-QURUWA戦略-の改訂を行った。
・岡崎版父子手帳を新たに作成し男性の家事育児参画の意識向上を図るとと
もに、事業者と連携してセミナーの開催、子育てハンドブックの改善等を行った。
・山間部では、自動車会社と森林保全活動連携協定を締結し、連携して森林
保全の推進を行った。

7.今後の展開策
・中心部では、サイクルシェアやプロジェクションマッピングなど、スマートサービスへの
低炭素電源供給で、ゼロエミッション・ナイトタイムエコノミーの実現を目指す。
・周辺部では、急激な後期高齢者の増加が見込まれる地域を対象に民間投資
誘導や地域住民主体による地域づくりの推進を図る。

8.他地域への展
開状況（普及効果）

３側面課題の解決を統合的に行う都市再生モデルとして、本市が行う「ナイトタイムエコノミーで稼ぐまち」「スマート技術で暮ら
しの質が向上するまち」「持続的な投資が行われるなかで環境負荷を低減していくまち」の組み合わせは、令和時代のまちづくり
手法として、同様の都市再生課題を抱える他都市への波及が期待できる。

4.自治体SDGs推進等に向けた取組
・中心部では、地域の稼ぐ力を高めるナイトタイムエコノミー推
進としてプロジェクションマッピングを実施。
・暮らしの質を高めるスマート技術の活用により公民連携を推
進する。また、持続的な都市経営のため、中心部のまちづくり
計画を改訂する。
・住みよいまちづくりのため、男性の家事育児の観点から子育
てしやすいまちづくりを進める。
・山間部では、民間事業者との連携、参画を通して森林保
全活動の活性化を図る。

5.取組推進の工夫
・スマートシティ実装化支援事業（国土交通省）をはじめ国
の支援制度を積極的に活用して都市再生を加速。
・三世代同居・近居世帯だけでなく、そうでない世帯にも充実
した子育て環境が提供できる施策を実施。

1.地域の特徴と
課題及び目標

本市は、東西に乙川、南北に矢作川が流れ、その合流地点には徳川家康公生誕
の岡崎城が立地するなど、まちなかに豊かな水環境を有し、古くから広域で中心的な
役割を担ってきた地域である。現代では、周辺市町の自動車関連企業へ勤める
人々が住まうまち、その生活を支えるサービス業のまちとして、暮らしの中枢機能を
担っている。しかし、その機能が市内に広く分布した結果、相対的に中心部の拠点
性低下が憂慮されている。本市中心部の乙川リバーフロントエリアにおいては、公民
連携してソフト・ハード両面の投資が緩やかに持続するまち、三世代同居・近居が進
む地元に愛されるまち、河川の水源でもある森林を守り育てるまちを実現する。

2.関連する
ゴール

3.取組の概要
(三側面をつなぐ統合
的取組概要を含む)

中心部の都市再生にむけた“経済”を軸とする地方創生の取組に連動して、“社会”や“環境”の各側面と併せ統合的な課題
解決を図る。また、中心部で培ったソリューションやパートナーシップを“周辺部”や“山間部”に波及させて、誰ひとり取り残さない
暮らしの好循環を構築していく。
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（１）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No 達成度

(%)

経1 2019年 15 件 2022年 53 件 2030年 220 件 19%

社2 2018年 85.0 ％ 2022年 88.9 ％ 2030年 90 ％ 78%

環3 - 2022年 553 ha 2030年 2,179 ha 25%

（２）自治体SDGsの推進に資する取組の達成状況

No 取組名 達成度
（％）

- 件
2020年～
2022年
累計

5 件
2020年～
2022年
累計

5 件 100%

2020
年７月 6 件 2022年 9 件 2022年 9 件 100%

2018年 370 万人 2022年 381 万人 2022年 370 万人 103%

- - -

- 2022年 -

2019
年 - 件

2022
年
延べ

9,571 件
2022
年
延べ

4,000 件 239%

2019
年 - 2022

年
経営
黒字

2022年 100%

2019
年 未設立 2022

年 5 件
2020年～
2022年
延べ

3 件 167%

SDGを共通言語とする
公民連携再開発の促
進

2 岡崎市資源の情報
発信

地域電力小売会社・
地域林業商社との連
携

構築・運営

経営黒字化

目標達成できていないため、KPIを見直し公民
連携の推進を図る。プラットフォームの構築とし、
更なる推進を図る。

順調に進捗しており引き続き第2期計画で進捗
を確認していく。

順調に進捗しており引き続き第2期計画で進捗
を確認していく。

MICEプラットフォームの構築

ウォーキングアプリ登録件数

地域電力小売会社の経営黒字化

地域林業商社による新商品開発数

検証中
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愛知県岡崎市　第１期ＳＤＧｓ未来都市計画：計画期間2020年～2022年

当初値 2022年 2030年（目標値）指標名　
※【】内はゴール・ターゲット番号

第2期計画（または独自計画）の
KPIへの反映状況

岡崎市に住み続けたい市民の割合
【3.6,3.d,4.1,5.5,7.2,11.3,11.6,11.7】

間伐実施面積
【6.1,6.6,13.1,15.2】

2030年の目標へ向けて順調に進捗している
が、第二期ではより包摂性、具体性のある指標
を設定。

2030年の目標へ向けて順調に進捗しており引
き続き第2期計画で進捗を確認していく。

乙川リバーフロントエリアにおける遊休不動産活用件数
【8.1,8.2,8.3,8.9,9.4,9.5,12.8】

2030年の目標へ向けて順調に進捗しており引
き続き第2期計画で進捗を確認していく。

指標名

SDGsを前提とする民間再開発の具体的相
談の件数

まちづくりへのスマート技術実装件数

観光入込客数

コンベンション施設の建設

順調に進捗しており引き続き第2期計画で進捗
を確認していく。

順調に進捗しており引き続き第2期計画で進捗
を確認していく。

この間に生じた建設資材や人件費の高騰、コロ
ナ禍の影響など様々な社会変化を見極めなが
ら、ＱＵＲＵＷＡプロジェクトとして交流拠点の
整備に向けた取組を着実に進める。

目標が達成できており、第2期計画ではKPIを地
域林業商社の経営黒字化に見直し更なる推進
を図る予定。

当初値 2022年
目標値

2022年
実績

第2期計画（または独自計画）の
KPIへの反映状況

順調に進捗しており引き続き第2期計画で進捗
を確認していく。

1

2020年度
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愛知県岡崎市　第１期ＳＤＧｓ未来都市計画：計画期間2020年～2022年

2020年度

（3）第１期SDGs未来都市計画の進捗評価結果を踏まえた総括

（4）有識者からの取組に対する評価

●特筆すべき事業内容
(2)-1：SDGsを前提とする民間再開発の具体的相談の件数の達成目標を達成度100％でクリアした点は、持続可能なまちづくりに向けた積極的な市民参加の実現と、投資が緩やか
に持続している表れと認識している。
(2)-1：まちづくりへのスマート技術実装件数の達成目標を達成度100％でクリアしたことからも、リバーフロントエリアが観光客のみならず市民も楽しめるまちとして取り組みが進んでいること
が示された。
観光入込客数の達成目標を達成度103％でクリアした点は、上記２点を受けて地域の持続可能な観光振興策が成功しており、経済的・社会的な発展に貢献しているといえる。
●成果
(1)-1：乙川リバーフロントエリアにおける遊休不動産活用件数の達成度は16％であり、2030年までの目標を順調に達成している。
(1)-2：岡崎市に住み続けたい市民の割合の達成度は78％であり、住民の生活満足度向上と共に、地域社会の健全な発展を示している。
(1)-3：間伐実施面積の達成度は13％であり、持続可能な森林資源管理に向けた取り組みが順調に進んでいると認識している
●課題
(2)-2：コンベンション施設の建設がクリアできていない点やMICEプラットフォームの構築が未クリアである点から、地域需要の確認と施策の優先度設定が課題となっている。
●今後の展望
(1)-1：乙川リバーフロントエリアにおける遊休不動産活用件数の更なる向上に向けて、民間との連携を強化し、具体的な活用事例の拡大を図る。
(1)-2：岡崎市に住み続けたい市民の割合を高めるためだけでなく、総合幸福度を新たなKPIに設定し、住環境の整備や福祉施策の充実など、市民生活環境の向上にも取り組む。
(2)-2：MICEプラットフォームの構築から、岡崎市SDGs公民連携プラットフォームの構築にKPIを据え、関係者との協力を深め、新たなビジネスチャンスを創出する。
(2)-3：地域電力小売会社、地域林業商社と連携し持続可能なエネルギー管理のための協力体制を構築し、普及啓発活動を強化する。
成果を発信し、市民の参画意識の向上と共に、地域の持続可能な発展を推進していく。

・着実な進展がみられている。
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